








要約：四国 4県の保健所における遺伝相談は取り組み姿勢が様々であった。定期的な相談

事業を行っている愛媛県以外の保健所では住民の遺伝病への関心が低いこと，遺伝相談の

出来る人材不足から,遺伝相談への取り組みは今後共困難であることが推測された。しか

し,若者の遺伝病を含む遺伝現象への関心は高く,遺伝相談の必要性は今後益々高まること

が予想された。


